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３ 不法投棄や野外焼却等不適正処理対策 

 
 産業廃棄物の不適正処理は、水質汚濁、大気汚染、土壌汚染など生活環境保全上支障が生ず

ることにつながりかねません。 
 法律で廃棄物の適正処理が義務付けられており、廃棄物の不法投棄や一部の例外を除き野外

での焼却（野焼き）は禁止されています。 
 廃棄物の適正処理を一層推進するため、産業廃棄物管理票（マニフェスト）制度の見直し、

廃棄物の焼却の規制、排出事業者責任の強化、罰則の強化など、法律の改正が行われました。 
 
 

 (1) 廃棄物の投棄禁止【法第１６条】 
 

① 不法投棄防止対策 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

② 罰 則 
廃棄物の投棄（未遂を含む）禁止違反         

    ５年以下の拘禁刑若しくは１千万円（法人は３億円）以下の罰金又はこの併科 
【法第２５条第１項第１４号、法第２５条第２項】【法第３２条第１項第１号】 

 

 (2) 廃棄物の焼却禁止【法第１６条の２・令第１４条】 

一部の例外を除き野外での焼却は禁止されています。 
 
① 焼却禁止の例外となる廃棄物の焼却 
ア．国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却 
イ．震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策又は復旧のために必要

な廃棄物の焼却 
ウ．風俗慣習上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却 
エ．農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却 
オ．たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの 

 
   ② 罰 則 
     廃棄物の焼却（未遂を含む）禁止違反       
     ５年以下の拘禁刑若しくは１千万円（法人は３億円）以下の罰金又はこの併科  

【法第２５条第１項第１５号、法第２５条第２項】【法第３２条第１項第１号】 
 

 

マニフェスト制度の強化 

排出事業者、廃棄物処理

施設等への立入調査 

罰則の強化 

不法投棄防止 

排出事業者責任の強化 

監視パトロール体制の

強化 

警察等との連携強化 








